
概要 

導入が簡単 

• Cisco UCS® Manager は、導入および拡
張を自動化し、ダウンタイムの原因となる
設定エラーのリスクを軽減します。

ビックデータ ワークロードに対応した拡
張性 

• ビッグデータ向け Cisco UCS 統合イン
フラストラクチャ ソリューションは、シン
グルラック構成とマルチラック構成のい
ずれの導入でも、リニアな拡張性と基本
的な運用管理の簡素化を実現します。

包括的な統合インフラストラクチャ 

• ビッグデータ向け Cisco UCS 統合イン
フラストラクチャ ソリューションは、コン
ピューティング、ストレージ、接続性、統合
管理機能などを備えています。

シンプルな管理 

• ビッグデータ向け Cisco UCS Director 
Express は、ワンクリックによるプロビ 
ジョニング、インストール、構成を実現し 
ます。

MapR が提供するマルチテナント 

• Apache Hadoop を含む MapR ディスト
リビューションは、追加設定を必要とせず
にマルチテナントを提供します。MapR は
物理クラスタ内の論理パーティションを
サポートしているため、管理者は制御、デ
ータ配置、ジョブ処理を個別に実行でき
ます。

MapR Control System（MCS）による管
理の簡素化 

• MCS は、Hadoop 管理者にクラスタを
構成、監視、および管理するための手段
を一元化します。MCS の主要機能であ
るヒートマップとジョブ メトリックは、ク
ラスタの管理を飛躍的に簡素化します。

MapR を実装したビッグデータ向け 
Cisco UCS 統合インフラストラクチャ 

シスコと MapR、ビッグデータの活用を支援す
るパフォーマンスとマルチテナントを提供 
ビッグデータは、組織に膨大な量の情報をもたらします。しかし、そのメリットを最大化す
るには、こうした情報を効率的に管理する必要があります。さらに、そうした膨大なデータ
をすべて分離して、各ユーザ グループが許可されているデータしか参照および操作でき
ないようにする必要もあります。

ビッグデータ向けマルチテナントの課題 
組織は、複数のアプリケーション、データ、ユーザ グループの間でコスト効率が高く安全な
方法で IT リソースを共有する手段を求めています。このアーキテクチャをサポートするプ
ラットフォームは、マルチテナント テクノロジーとして知られています。

マルチテナントは、単一のソフトウェア インスタンスで複数のテナントにサービスを提供
する機能です。テナントは、システムを同じ観点で捉えるユーザのグループです。Hadoop 
はエンタープライズ データ ハブであり、マルチテナントを必要とします。ビッグデータ プ
ラットフォームは、今後ますますマルチテナントをデフォルトでサポートするものと見込ま
れています。マルチテナントでは、データ プラットフォーム上のデータとコンピューティン
グの両面で、個々のテナントを分離する必要があります。

これを支援するソリューションには、次の機能が求められます。
• サービス レベル契約（SLA）を確実に満たす 
• データとコンピューティングを確実に分離する 
• クォータを適用する 
• セキュリティと委任を確立する 
• 低コストの運用とよりシンプルな管理を実現する 

ソリューション：MapR を実装したビッグデータ向け Cisco UCS 統合インフラストラクチャ 
ビッグデータ向け Cisco UCS® 統合インフラストラクチャ ソリューションは、コンピューティ
ング、ストレージ、接続性、統合管理機能などを備えています。これらの機能は、企業が直面す
るデータの急増に対応するのに役立ちます。このソリューションは、Cisco UCS 6200 シリー
ズ ファブリック インターコネクト、Cisco Nexus® 2200 プラットフォーム ファブリック エクス
テンダ（オプション）、および Cisco UCS C シリーズ ラック サーバを採用した Cisco Uni�ed 
Computing System™（Cisco UCS） インフラストラクチャを基盤に構築されています。ファブリ
ック インターコネクトを対の構成でインストールすることで、冗長かつアクティブ-アクティブの
接続、および Cisco UCS Manager により組み込まれた管理環境を実現します。

MapR は、Hadoop エコシステムから多数のプロジェクトがパッケージ化され、幅広いビッ
グデータ機能を提供する包括的な Apache Hadoop ディストリビューションです。MapR 
プラットフォームは、高可用性、ディザスタ リカバリ、セキュリティ、完全なデータ保護など
のエンタープライズクラスの機能を提供します。また、MapR を使用すると、読み取り/書き
込み機能およびマルチテナントにより、従来のネットワーク アタッチド ストレージ（NAS）
として Hadoop に簡単にアクセスできます。
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図 1 ビッグデータ向け Cisco UCS 統合インフラストラクチャ：64 ノード クラスタ 
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MapR ディストリビューションは、すぐに使
用できるマルチテナント機能を提供します。 
MapR は、物理クラスタを論理パーティショ
ン分割する強力な機能を備えているため、
管理者は制御、データ配置、ジョブ処理、 
ユーザ クォータ、ネットワーク アクセスを
個別に設定できます。MapR 独自の機能で
あるボリュームは、マルチテナントの基盤で
す。ボリュームは、データを整理し、異なるポ
リシーを異なるデータ セット、アプリケー 
ション、ユーザおよびグループに適用する
手段を提供します。単一のクラスタに、最大
数十万ものボリュームを作成できます。

シスコは、MapR との提携により、透過的
で簡素化されたデータと、エンタープライ
ズ アプリケーション エコシステムとの管理
の統合を提供します。両社はシームレスに
連携して、Hadoop ベース アプリケーショ
ンに最適な、比類のない業界トップクラス
のアーキテクチャ プラットフォームを提供
します。

MapR 向け Cisco UCS ソ
リューション 
MapR 向け Cisco UCS ソリューションは、
ビッグデータ向け Cisco UCS 統合インフ
ラストラクチャをベースとしています。ビッ
グデータ向け Cisco UCS 統合インフラス
トラクチャは、コンピューティング、ストレー
ジ、接続性、統合管理機能などを備え、ス 
ケールアウト アプリケーションに対するさ
まざまな要求に対応することを目的とした、
拡張性の高いアーキテクチャです。この 
アーキテクチャは、次のコンポーネントを
使用して、透過的なデータ統合および管理
統合の機能を提供します（図 1）。

Cisco UCS 6200 シリーズ ファブリック  
インターコネクト 
ファブリック インターコネクトは、システ 
ム全体の接続と管理を一元化します。 
サーバに高帯域幅で低遅延の接続を提供
し、Cisco UCS Manager によりすべての 
接続デバイスの管理を統合します。 通常、 
ビッグデータ アプリケーションで扱われる

クラスタには多数のノードがあります。冗
長ペアで展開されるファブリック インター
コネクトは、それらのノードのサポートに必
要なアクティブ-アクティブの完全冗長性、
パフォーマンス、優れた拡張性を実現しま
す。Cisco UCS Manager は、サーバ プロ 
ファイルを使用して迅速で一貫性のある 
サーバ構成を実現し、クラスタ全体のファー
ムウェア アップデートの操作を一元化する
など、継続的なシステム メンテナンス作業
を自動化します。さらに、クラスタ全体の状
態に関するアラームや通知などのオプショ
ンを備えた、高度なモニタリング機能を提
供します。

Cisco UCS C240 M4 ラック サーバ 

このラック サーバは、コンパクトな設計で
コンピューティング、I/O、ストレージ容量
に関するさまざまな要求に対応します。こ
のサーバは Intel® Xeon® E5 v3 ファミリ 
プロセッサをベースとし、12 Gbps SAS 
スループットをサポートしており、旧世代
のサーバよりはるかに優れたパフォーマ
ンスと効率性を実現します。このサーバ
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は、Intel Xeon プロセッサ E5-2600 v3 シ
リーズ CPU をデュアル構成で使用し、最
大 768 GB のメイン メモリ（ビッグデータ 
アプリケーションの場合は、通常 128 また
は 256 GB）と、さまざまなディスク ドライ
ブおよび SSD オプションをサポートして
います。パフォーマンス最適化オプション
では 24 基の小型フォーム ファクタ（SFF）
ディスクドライブがサポートされ、キャパ
シティ最適化オプションでは 12 基の大
型フォームファクタ（LFF）ディスクドライブ
がサポートされます。さらに 2 基の 1 ギ
ガビット イーサネット組み込み LAN-on-
motherboard （LOM）ポートが用意されて
います。Cisco UCS 仮想インターフェイス 
カード（VIC）1227 は、Cisco UCS C シ 
リーズ ラック サーバの M4 世代向けに設
計されています。VIC は、高帯域幅/低遅延
のクラスタ接続用に最適化されており、 
Cisco UCS Manager によりオンデマンド
で構成される最大 256 台の仮想デバイス
をサポートします。

Apache Hadoop が組み
込まれた MapR ディスト
リビューション：包括的な 
Hadoop プラットフォーム 
Hadoop テクノロジーのリーダーである 
MapR は、迅速に開発して簡単に管理でき
るエンタープライズクラスの Hadoop ソ 
リューションを提供しています。MapR は 
重要な技術に大きな力を注ぐとともに、パ
フォーマンスと拡張性に向けて完全に最適
化した、包括的な Hadoop プラットフォー
ムを提供しています。MapR のディストリ 
ビューションには、先進的なデータ プラッ
トフォームと 20 を超えるテストと検証を
経た Hadoop ソフトウェア モジュールが含
まれており、Hadoop ソリューションの使い
やすさ、信頼性、パフォーマンスを実現しま
す（図 2）。

MapR ディストリビューションには次のよう
な利点があります。
• パフォーマンス：驚異的なスループット 

• 拡張性：最大 1 兆個のファイルまで拡張
可能、クラスタ内のノード数に制限なし 

• 標準ベースの API およびツール：オー 
プン データベース コネクティビティ
（ODBC）、Java データベース コネクテ
ィビティ（JDBC）、Lightweight Directory 
Access Protocol（LDAP）、Linux  
Pluggable Authentication Module 
（PAM）などの標準 Hadoop API 

• MapR ダイレクトアクセス ネットワーク 
ファイル  システム（NFS）：ランダム読み
取り/書き込み高速処理、リアルタイム  
データフロー、および既存の非 Java ア
プリケーションの透過的サポート 

• 管理性：高度な管理コンソール、 
ローリング アップグレード、および 
Representational State Transfer 
（REST） API のサポート 

• 統合セキュリティ：ワイヤレベル暗
号化を使用する Kerberos および非 
Kerberos オプション 
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Mahout
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• 高度なマルチテナント：ボリューム、 
データ配置制御、ジョブ配置制御、およ
びキュー 

• 一貫性のあるスナップショット：ポイント
インタイム リカバリによる完全なデータ
保護 

• 高可用性：NameNode がないアーキ
テクチャによるユビキタスな高可用
性、YARN 高可用性、NFS 高可用性 

• ディザスタ リカバリ：ミラーリングにより
サイト間複製 

• MapR DB：統合型エンタープライズクラ
スの NoSQL データベース 

UCS と連携する MapR 
のマルチテナントの主な
利点 
ボリューム（MapR 独自の機能）は、MapR 
が提供するマルチテナントの基盤です。

一般的な導入では、各ユーザ、グループ、ア
プリケーション、事業部門のデータを単一
のボリュームに配置して、他のユーザ、グ 
ループ、アプリケーション、事業部門から分
離して管理できるようにします。

他の Hadoop ディストリビューションはボ
リュームをサポートしていないため、ポリ
シーをファイルまたはディレクトリ レベル
で定義する（細かすぎる）か、クラスタ レベ
ルで定義する（粗すぎる）かのいずれかし
かできません。回避策として、他の Hadoop 
ディストリビューションを使用している組織
はテナントごとに別個の物理クラスタを作
成していますが、これはアーキテクチャの
複雑化を招き、それによってエラーや障害
のリスクが高まります。

MapR のマルチテナントには、総所有コス
ト（TCO）の面でも大きなメリットがありま
す。組織は、多数の独立したクラスタを維持
する必要はなく、単一のクラスタを使用し
て複数のユース ケースに対応できます。 
このアプローチにより、全体的な管理オー
バーヘッドが削減されます。さらに、共通リ
ソース プールの効率化も実現されます。

MapR を実装したビッグデータ向け Cisco 
UCS 統合インフラストラクチャのマルチ
テナントには、次のような独自の機能があ
ります。

• データ配置制御：MapR は、ボリューム
をクラスタ内の一部のノードに制限で
きます。この機能により、機密データやア
プリケーションを分離し、異種のハード
ウェアを使用できるようになります。たと
えば、データ配置制御を使用すると、特
定のデータを、構成が異なる別個のノー
ドに保管したり、Apache Spark データ
を、SSD を搭載したノードに保管するこ
とができます。また、ストレージ容量が
大きく、コンピューティング能力が低い、 
つまりストレージのテラバイト（TB）あ
たりのコストがより低いノード（Cisco 
UCS C3160 サーバなど）に古いデータ
を保管するなど、より高度なストレージ
階層化ポリシーを適用することもでき
ます。さらに、データ配置制御と MapR 
のプラグ可能 Warden サービスを組み
合わせると、管理者は特定のノードを
特定のアプリケーションまたはサービス
（Spark など）用に指定できます。この
機能により、大規模なクラスタ内に小規
模なクラスタを構築して、SLA とリソー
スの可用性を保証できます。

• ジョブ配置制御：MapR は、特定のユー
ザまたはグループの特定のジョブ（1 つ
または複数）をクラスタ内の一部のノー
ドに制限できます。この機能により、管
理者は特定のアプリケーションの SLA 

を保証し、異なるアプリケーションや事
業部門を分離できます。また、優先順位
の低いジョブや、社内ファイアウォール
経由で外部システムにアクセスする必要
があるジョブ用に少数のノードを指定す
ることもできます。

• アクセス制御とセキュリティ：MapR は、 
MapR-DB のテーブル、列ファミリ、およ
び列を対象とするアクセス制御式（ACE）
によるきめ細かいロール ベース アクセ
ス制御（RBAC）、ファイルを対象とする 
UNIX アクセス権、および Apache Drill 
ビューによるフィールドレベルのアクセ
ス制御を提供します。

• MapR は、暗号化による安全なワイヤ 
レベル認証と暗号化を提供します。 
Kerberos インフラストラクチャを実装
している組織は、これを認証に使用で
きます。Kerberos インフラストラクチャ
を実装していない組織は、Kerberos の
導入と管理に関する複雑さを伴わずに
同等のセキュリティを提供する、統合
および簡素化されたスキームを使用
できます。これにより、Linux Pluggable 
Authentication Module（PAM）を活用し
た任意の PAM 対応レジストリとの統合
を実現します。

• 管理とレポート：MapR では、ストレー
ジ、CPU、およびとメモリ クォータをボ 
リューム、ユーザ、グループ レベルで定
義して適用できます。サービス プロバイ
ダーが正確な使用量および課金情報を
提供できるように、MapR は 60 種類を
超えるメトリックを含むリソース使用量
レポートを提供します。これらのメトリッ
クは、MCS ブラウザベース ユーザ イン
ターフェイス、およびアップストリーム統
合の場合はコマンドライン インターフ
ェイス（CLI）と REST API を通じて使用
できます。



表 1：ビッグデータ向け Cisco UCS 統合インフラストラクチャ構成の詳細 

パフォーマン 
ス最適化 

接続性： 
• Cisco UCS 6296UP 96 ポート ファ
ブリック インターコネクト X 2 

拡張性： 
• ドメインごとに最大 80 台のサーバ 
• ドメインごとに最大 160 台のサーバ
（Cisco Nexus 2232PP 10GE ファ
ブリック エクステンダを搭載） 

Cisco UCS C240 M4 ラック サー
バ 16 台（サーバ構成内容は以下）： 
• Intel Xeon プロセッサ E5-2680 v3 

CPU X 2 
• 256 GB のメモリ 
• Cisco 12 Gbps SAS Modular RAID 
コントローラ（2 GB フラッシュベース 
ライト キャッシュ（FBWC）搭載） 

• 1.2-TB 10,000 rpm SFF SAS ドラ
イブ X 24（合計 460 TB） 

• ブート用 120-GB 6 Gbps 2.5 イン
チ Enterprise Value SATA SSD X 2 

• Cisco UCS VIC 1227（10 ギガビッ
ト イーサネット SFP+ ポート 2 つを
搭載） 

キャパシティ
最適化 

接続性： 
• Cisco UCS 6296UP 96 ポート ファ
ブリック インターコネクト X 2 

拡張性： 
• ドメインごとに最大 80 台のサーバ 
• ドメインごとに最大 160 台のサーバ
（Cisco Nexus 2232PP 10GE ファ
ブリック エクステンダを搭載） 

以下を搭載した Cisco UCS C240 
M4 ラック サーバ（LFF） X 16： 
• Intel Xeon プロセッサ E5-2620 v3 

CPU X 2 
• 128 GB のメモリ 
• Cisco 12 Gbps SAS モジュラ RAID 
コントローラ（2 GB FBWC 搭載） 

• 4 TB 7,200 rpm LFF SAS ドライブ 
X 12（合計 768 TB） 

• ブート用 120-GB 6 Gbps 2.5 イン
チ Enterprise Value SATA SSD X 2 

• Cisco UCS VIC 1227（10 ギガビッ
ト イーサネット SFP+ ポート 2 つを
搭載） 

Cisco ACI により数万台のサーバに拡張可能 

MapR を実装したビッグデータ向け Cisco UCS 統合インフラストラクチャ 

リファレンス アーキテクチャ 
ビッグデータ向け Cisco UCS 統合インフ
ラストラクチャの現在のバージョンには、
表 1 に示す構成が用意されています。使
用する構成は、Hadoop のコンピューティ
ングおよびストレージ要件によって異なり
ます。

詳細情報 
Cisco UCS ビッグデータ ソリューション
の詳細については、http://www.cisco.
com/go/bigdata_design [英語] を参照
してください。

ビッグデータ向け Cisco UCS 統合インフ
ラストラクチャの詳細については、http://
blogs.cisco.com/datacenter/cpav3/  
[英語] を参照してください。

MapR の詳細については、 
www.MapR.com [英語] を参照してくだ
さい。

Cisco® SmartPlay プログラムの詳細につ
いては、http://www.cisco.com/jp/go/
smartplay/ を参照してください。

このソリューションにおける Cisco Validated Design（CVD）の詳細については、 
http://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/uni�ed_computing/ucs/UCS_
CVDs/Cisco_UCS_Integrated_Infrastructure_for_Big_Data_with_MapR.pdf  
[英語] を参照してください。
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